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2．カタルーニャ自治州の地域通貨

スペイン第２の都市であり，カタルーニャの中心であ

るバルセロナから西に約４５ｋｍの場所に，アルトペネ

デス県のカピタル，ヴィラフランカ・デル・ペネデス

(人口２万８千，以下ヴィラフランカと略称）は位置す

対抗資本主義としての地域通貨の実践
一スペインカタルーニャ自治州での調査報告一

織 田 竜 也＊

1．序

筆者はこれまで文化・経済人類学における交換理論を

中心に，交換規範に影響を与える強制力に注目すること

で研究を進めてきた［織田2001,2002a]･博士課程にお

けるフィールドワークでは，そうした規範が｢揺れ動く」

地域における交換現象の調査を計画した。

そこで国家連合としての「ＥＵ」に加盟した「スペイ

ン」の中でも，とりわけ政治的には穏健な独立意識を持

ちつつ，経済的には最も優秀な指標を示す「カタルー

ニャ自治州」をフィールドに選定し，調査対象としては

近年世界中で蛸加している，リージョナルネットワーキ

ングとしての側面が指摘される「地域通貨」活動に注目

した。

「地域通貨」にはいくつかの種類があるが，ＬＥＴＳ

(LocalExchangeandTradingSyslem)と呼ばれるも

のが良く知られ，かつ最も普及している。ＬＥＴＳの起源

は十九世紀前半にロバート・オウエンらが考案した「労

働貨幣」に遡ることができるが，近年普及しているもの

はカナダに住む経営コンサルタントのマイケル・リント

ンが１９８３年にバンクーヴァー島のコモックスではじめ

たシステムである。基本的には国家が流通させている貨

幣（現金）を使用せずに物やサーヴィスを交換するシス

テムであり，主として各自に配布される通帳に取引の履

歴を記録する。

こうしたＬＥＴＳを中心とする「地域通貨」は，現在日

本で確認されるだけでも３０以上の団体が活動を行い，

世界の状況は3,000を超えると報告されている。ヨー

ロッパではイギリスで500，フランスで３００といった状

況だが，スペインでの状況は報告がほとんどない。筆者

が「カタルーニャ自治州」を洲沓した結果，約３０団体が

確認され，スペイン全体ではおそらく５０以上の団体が

活動していると推測される。

6５

表ｌラトロッカの規則

LaTrocaはメンバー間の相互扶助・団結・友好を促す団体である。基本的な機能となる原理は「与えれば

受け取ることができる。より多く与えれば，より多く受け取ることができる」である。

LaTrocaのメンバーになると20,000イリス(iγjz)の残高を受け取り，LaTrocaを離れる際には残高を

20,000イリスと同額かそれ以上にしなくてはならない。どのメンバーも残高を０以下にすることはできな

い”LaTrocaは負債の可能性が高いメンバーを助ける。

取引ごとの全ての詳細を明らかにする必喫がある。それはサービスごともしくは時間ごとのイリスでの価

格，また物を購入した場合のペセタの価格（この場合は領収書の提示が望ましい）である。価格には１時

間の作業あたり1,000イリスを提案するが，場合に応じて取引相手各自で決定する。見積もりの難しい作

業についてはLaTrocaが指導する。

LaTrocaは提供される物の品質に配慮する。個々の取引や価格の相違，合法性などの責任は各自のメン

バーにある。

LaTrocaのメンバーは提供された交換を受けるのも拒否するのも自由である。

入会に際してLaTrocaのメンバーは1,000ペセタ，切手やコピーなどの事務経費のために出資する。財

政的に出資が必要な場合や資金が底をついた場合は集会を開いて決定する。

LaTrocaの集会は毎月最終木曜午後６時から７時に行う。参加できない人は取引履歴を記した用紙を提

出すること。

LaTrocaのメンバーになることは以上の規則を受け入れることを意味する。
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６６社会学研究科紀要

る。街は広大な葡萄畑に囲まれ，カバ(cα”)という種類

のワインの産地として名高い。

バルセロナ近郊にあるラトロッカ(ＬａＴｍｃα)という

｢地域通貨」団体は１９９６年に設立され，実質的な活動メ

ンバーは約２５人である。不要になった持ち物やマッ

サージなどのサービスを，象徴的単位であるイリス

(iγiz)を擬似貨幣的に使用することで交換活動を行って

いる。ラトロッカの規則は表Ｉに示すように８つから

なっている。

ラトロッカに加入するには加入の意思を事務局に伝

え，1,000ペセタ（規則の６番にある毎年の経費だが，

2002年１月の欧州統一通貨ＥＵＲＯ（エウロ）の導入に

よって，６エウロに変更となった）を支払うのと引き換

えに，ラトロッカ内部の取引に使用されるイリスを

2,000受け取る。ここで受け取るというのは入会したメ

ンバーの口座に2,000イリス分の残高があるという意

味で，その後の取引ごとに例えばＡ氏がＢ氏に本を

500イリスで譲った場合，Ａ氏は自分の取引記載用紙に

プラス５００イリス，Ｂ氏はマイナス５００イリスと記入

し，互いに確認のサインをする。

実際の取引は入会すると，メンバー全員の名前と電話

番号が記載された会報が郵送で毎月届き，ここには各メ

ンバーが何を提供できるのか，何を提供して欲しいの

か，需要と供給の一覧が並べられている。これを参照す

ることで希望の物やサービスがある場合に，各自が電話

かけ，取引日時や価格（イリス）を決定し，取引を行う

のである。またメンバー（ソシ，Soci）になることは仲間

意撒の表明であると解釈されており，メンバーと友人

(アミック，α碗ic）はきわめて近いイメージで捉えられ

ている。

援助（アジュダ,”“α）と表現される行為にはモノや

サービスを「受け取る側」ばかりでなく，それらを「提

供する側」も含まれる。例えばメンバーが「英会話」を

指導する場合，指導を受ける側は象徴的単位がマイナス

となり，指導する側はプラスになるが，指導をするため

に自分も以前より勉強をするという意味で，交換活動が

相互の助けになるのである。

3．対抗資本主義

こうした交換行為は従来，文化人類学の領域では「互

酬(reciprosity)」の概念によって捉えられてきた。ラト

ロッカの規則では１番にある通り，「与えれば，受け取

ることができる。より多く与えれば，より多く受け取る

ことができる」と規定されているが，この文言はグール

第５４号２００２

ドナーが示した「道徳規範」としての「互酬」概念と共

通点を持っている。

もしあなたが他人に助けてもらいたければ，彼らを

助けなくてはならない

[GOULDNERl960:173]。

このグールドナーの定義に，計量性を加えるとラト

ロッカの規則になると考えられよう。その計量のメカニ

ズムは，彼らが象徴(sfmboj)と呼ぶイリスによって実践

されるのである。このイリスは一般の貨幣に類似した計

量的役割を果たすにも関わらず，彼らは決して象徴が

｢貨幣」であることを認めたがらない。この否定は，貨幣

が国家やグローバルな資本主義活動と結びついている点

を，暗に警戒することを示すものと思われる。

加えてメンバーとのインタヴューを通じて，「対抗資

本主義(commcapiZα"s7"e)」という概念が見出された。

彼らは自分たちの活動を「経済的・社会的交換」と認識

している。これは一般の貨幣を用いた交換よりも含む領

域が広いという意識の表れであり，資本主義では実現で

きない交換領域を実践しているという自負がある。

だが個別の交換内容を確認してみると，さほど変わっ

た交換財は見当たらない。確かに「車で駅まで送る｣，

｢留守番｣，「写真」といった内容は，仲間同士が交換を行

うことで，貨幣を支払う場合とは異なるコミュニケー

ション領域が活性化するのであろう。だがそれがすぐさ

ま「対抗資本主義」として解釈される点には疑問を抱か

ざるを得ない。

「対抗資本主義｣概念を巡っては，その概念が発生する

領域をマクロな理論的コンテクストに配置する作業が必

婆である。筆者は現在この課題を，ポランニーによる

｢統合形態」概念[POLANYIl977]を中心に据えた動態

モデル［織田2002b］を利用して考察を進めている。既

存の「統合形態」としての資本主義システムの日常的な

実践（労働や買い物）が人々の感情領域にマイナスの感

情を喚起し，その意識が異なる活動への動機となって，

計量化や交換といった性格を持ちながらも資本主義とは

異なる「地域通貨」の活動に対して，「対抗資本主義」と

いう認識が付与されていると解釈される。
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目的

研究されている多くの言語において，音節の下位単位

であるライムに対する音韻意識の発達が読みの習得を予

測することが明らかとなっている(Goswami,１９９９)。ラ

イムとは，音節の母音と後半の子音（尼子音）を合わせ

た音韻単位である。例えば，／Print／という音節におい

ては，ライムは／int／である｡汗節の中にライムが含ま

れるということを自覚する能力がライムの音韻意識，あ

るいはライム意識と呼ばれる、このライム恵識の発達が

読みの習得と関わっていると考えられているのである。

これまで，この分野の研究の多くは，アルファベット言

語圏，特に英語圏での研究が際んであったか，近年では

アルファベット言語圏だけでなく，中国語のような形態

一音節文字体系を持つ言語圏においてもライムの音韻意

識の読み習得との関わりが指摘されている(Ｈｏ＆

Bryant，１９９７)。

しかし，日本語においては，モーラというライムとは

異なる音節の下位単位に関する音韻意識の発達が読みの

習得と関わりがあることが知られている（天野，1986)。

モーラとは，ＣＶ（Ｃ＝子音，Ｖ＝母音）を基本とし，これ

にｃｃｖ（二番目の子音は流音[j]に限られる)，単独の母

音(Ｖ)，音節の尾子音の位世にある鼻斉（Ｎ:撚音)，長音

(ｃｖｖ音節における後半のｖ)，それに促脊(Ｑ)を加え

たものである。日本語のぎ記体系である平仮名の一字一

字は，モーラに対応し，そのため平仮名の読み習得には

モーラの音韻意識の発達が重要だと考えられているので

ある。一方，平仮名の習得とライムの音韻意識との関わ

りに関しては，勘音文字の習得との関係が指摘されてい

るのを除けば（遠藤，１９９１)，研究はほとんど行われて

いない。しかし，中国語での知見は，ライムの音韻意識

真 郎＊

の発達か書記体系の形態を問わず，読み習得の前提条件

となる可能性を示しているとも考えることができる。本

研究は，ライム，モーラそれぞれに対する幼児の音韻意

識の発達が平仮名の読みの習得とどのように関わってい

るかを調査し，読み料得過栂に関わる青韻意識に書記体

系固有性が見られるかという問題を検証することを目的

とするものである。具体的には，ライム意識課題，モー

ラ意識課題，平仮名読み課題の３探題を平仮名習得の初

期段階に相当する幼稚|刺児に対し実施し，その３者がど

のような関係にあるかを検証する。

方法

被験児

東京都の私立保育園の年中クラス，年長クラスの児童

２５人（女児１２名，男児１３名)。月齢の平均は，６８ケ月

(レンジ５８ヶ月～７９ヶ月)。

手続き

モーラ意識課題，ライム意識課題，平仮名読み能力検

査をそれぞれの課題を一回ずつ，計３回に分けて，被験

児ごとに個別に実施した□はじめに２種の音韻課題を行

い，被験児のうち半分はモーラ課題を先に行い，もう半

分はライム課題を先に行った。各課題の所要時間は２０

分前後であったr，それぞれの探迦の詳細は以下の通りで

ある。

モーラ分解課題

Inagaki,Hatano,＆Otaka（2000)のモーラ分解課題

に準じた課題を行った。この課題は，絵カードで提示さ

れた語をモーラに区切って発音させながら，紙の上に書


